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平成２２年度 北九州市介護サービス従事者研修開催のお知らせ
講 演 会

時下、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
当研修所の研修事業につきましては、何かとご配慮を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、このたび当研修所では平成２２年度北九州市介護サービス従事者研修 講演会を

下記のとおり開催しますので、ご参加くださいますようお願いいたします。
記

１ 研 修 名 平成２２年度 北九州市介護サービス従事者研修
講演会

２ 開催要領 別紙のとおり

３ 日 程 平成２３年１月８日(土) １５時００分～１８時００分

４ 会 場 北九州市商工貿易会館２階 多目的ホール 小倉北区古船場町１-３５
（モノレール旦過駅横）

５ 対 象 者 北九州市内の介護サービス事業所および介護支援事業所の従事者

６ 定 員 ２００人
先着順に受け付け、定員になり次第締め切らせていただきます。

参 加 費 無 料７

８ 申込方法及び申込期限
(1) 別紙申込書に事業所名・受講希望者の氏名・職種・年齢を必ず記入して、

１２月２２日(水)までに郵送にてお申し込みください。
(2) 原則として、受講決定通知は行いません。受講のお断りをする場合のみご連絡

いたします。

ただし、受講申込後にキャンセルする場合は前日までに必ずご連絡をお願いいたします。
また、インフルエンザ等による咳や発熱等の症状がある場合は、受講を見合わ

せていただくようご協力をお願いします。

９ その他、ご不明な点がありましたら、当研修所へお問い合わせください。

(担当：加 藤・藤 瀬)連絡先：電話 ８７３－７６５５
か と う ふ じ せ

社会福祉研修所ホームページ http://kati.gr.jp/kensyusyo/



平成２２年度 北九州市介護サービス従事者研修開催要領
講 演 会

１ 目 的
食品による窒息事故の防止を目指し、高齢者の摂食・嚥下機能向上と食支援の知
識を学ぶ。

２ 対象者
北九州市内の介護サービス事業所および介護支援事業所の従事者

３ 日 程
平成２３年１月８日(土) １５時００分～１８時００分
※ 受付は１４時３０分からです。

４ 定 員
２００人

５ 会 場
北九州市商工貿易会館２階 多目的ホール 小倉北区古船場町１-３５

モノレール旦過駅横
(社会福祉研修所） ＊当日は通話できません。電話 ８７３－７６５５

※ 会場には机がありませんので、ご注意ください。
※ 専用駐車場がありません。公共交通機関か周辺の有料駐車場をご利用ください。

６ 科 目

日 程
１月８日（土）

時刻
14:30

受 付
15:00

開 講 式
15:10

｢摂食機能からみた栄養支援ー安全な経口摂取を進めるために｣
13:30

日本歯科大学 教授
附属病院 口腔介護・リハビリテーションセンター センター長

菊 谷 武 氏
16:40

休 憩
16:50

｢食形態に応じた栄養支援」

全国在宅訪問栄養食事指導研究会 会長
管理栄養士 中 村 育 子 氏

17:50

質疑応答18:00

※ 研修内容は、講師の都合等により変更になる場合があります。
※ 開講しますと、内容の進捗状況などによっては、中途入室は難しい場合がござ

います。
、 。講義開始までには受付を済ませ 研修室に入室して頂きますようお願いします

、 。ただし 開講から３０分を過ぎますと受付はいたしませんのでご了承ください



高齢者の摂食・嚥下機能向上と食支援のために

食品による窒息事故の防止を目指して

介護サービス従事者研修

講　演　会

◎講　師 菊谷　　武　先生 日本歯科大学　教授

〔演題〕 「摂食機能から見た栄養支援　ー安全な経口摂取を進めるために」　

〔講師のコメント〕

◎講　師 中村　育子　先生 全国在宅訪問栄養食事指導研究会　会長

管理栄養士

〔演題〕 「食形態に応じた栄養支援」

〔講師のコメント〕

◎日　時 平成２３年１月８日〔土〕　　１５時００分　～　１８時００分

受付　１４時３０分

◎場　所 北九州市商工貿易会館２階　多目的ホール　小倉北区古船場町１-３５

　　※申込方法　　　　　　　別紙「開催方法・開催要領」をご参照ください。

　　※申込期限　　　　　　　平成２２年１２月２２日（水）
　　※お問い合わせ・申込先

　　　〒８０４-００６７　北九州市戸畑区汐井町１番６号ウェルとばた８階

　　　　北九州市社会福祉研修所　　TEL８７３-７６５５　（担当：　加藤・藤瀬）

摂食機能が低下した者にとって、正しい摂食機能評価
に基づいた摂食支援、栄養支援は欠かせない。
本講演では、摂食機能の評価法とそれに基づいた摂
食支援について解説します。

適切な食形態の食事が提供される事は摂食・嚥下機
能向上にとっては、欠かせない。
本講演では、摂食・嚥下障害に対応する食形態と栄養
支援の方法について解説します。

附属病院　口腔介護・リハビリテーションセンター　センター長


